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内科学第一部門 桐 谷 良 一 助 辛
福井県出身,昭和50年 3月京都大学医学部卒業,本研究所附属病院で2年間の研修医を経た後,天理よろず相










臨 床 検 査 部 木 野 稔 也 助教授
昭和41年 3月京大医学部卒｡昭和42年12月本研究所助手,昭和46年6月から2年間米国,バッファローに在る




































の傾向は明らかで,現在では全抗酸菌分離数の30-40%が時に AM で占められている｡これら弱毒の AM が気
道に集落化する何らかの環境要因の増加が示唆される｡また従来本邦では AM 症の主たる原因菌は M.intracel
Hulareと M･kansasiであったものが,最近数年問他の数種の AM が本邦における AM 症の原因菌として確





現在の AM 症に関する臨床研究の課題として最重要なものは諸種 AM 症の治療術式の確立であると考える｡
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成に成功して以来もっぱらこのモデルを用い諸種抗菌薬のスクリー ニングを実施しているのが現状である｡
現在迄のところで治療実験の結果をまとめると,(1)単独薬剤では KM をはじめとするアミノグリコシッド系




2. 教授就任講演 京都大学結核胸部疾患研究所胸部外科部門の関連施設の胸部外科の水準 と
将来性










































明石逓信病院 (小野 孝) (順不同)
昭和60.3 - 7-
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3. 成人T細胞白血病 (ATL)における ⅠⅠ.-2レセプターの発現異常
細 胞 化 学 部 前 田 道 之
成人T細胞白血病 (ATL)は1974年頃からその存在が認識されるようになり,1977年頃に高月,淀井,内山
らにより新しい疾患概念として提唱された｡1980年にGaloらにより分離されたヒト由来のC型レトロウイルス











ノムを組み込んでいる｡即ち HTLV に感染したT細胞のみが安定な増殖を IL-2存在下で続ける事が明らかと
なった｡この様にして得られたT細胞株には抗 Tac抗体により認識されるIL-2レセプターが強く発現されてい
る事が全例において認められた｡一方,正常T細胞では IL-2レセプターが容易に消失LIL-2に反応しなくな
る事も明らかとなってきた｡この事から HTLV の感染により IL-2 レセプターが常時強く発現する事により
Ⅰし2 に対する反応性が克進する事がT細胞の異常増殖獲得への過程で重要な役割を果しているものと考えてい
昭和60.3 ---0 --
る｡事実 ATIJに由来する IL-2依存性のT細胞株はしばしば ⅠⅠ.-2依存性を離脱しいわゆる invitroでの トラ
ンスフォーメーションとして白血病様の細胞に変化する事が報告されており,我々の樹立した ATL-2細胞株で
も同様の所見が観察されている｡HTLVには典型的な癌遺伝子が存在しない事から,如何にしてT細胞がHTIJV
感染により悪性増殖能を獲得 して くるのかについてはほとんど明らかとなっていない｡我々は Ⅰし2レセプター
の発現異常が悪性化での過程で最も重要な要因の一つであると考え, Ⅰし 2レセプターの遺伝子レベルでの発現
の制御あるいは異常を明らかにするため IL-2レセプター遺伝子の単離を試みこれに成功し,この単離遺伝子を
用いた研究が進行中である｡本研究は淀井 (京大免疫研)･内山 (京大内科)･本庶 (京大医化学)らとの共同研
究によるものである｡
4･ 特発性間質性肺炎 と月琴原病性間質性肺炎














5. 肺 の脂肪過 酸化防御機構 について













増加には変化がみられなかった｡また,肺 GSHpxは51･3%の増加を示 したが SOD の変動はみられなかった｡
次にこのモデルラットに Paraquatを投与 した｡Paraquatは一般に農薬として用いられ,酸化還元反応を繰り返
す過程で,活性酸素を生成 し組織障害をもたらすと考えられている｡対照群ではParaquat投与 (20mg/kg腹腔
内24時間)で肺 GSHpx,S()Dはそれぞれ27.2%,8.4%減少 し,TBA反応物質は44.9%減少 した｡この TIiA-
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反応物質の低下の理由については不明であるが,TBA一反応物質の測定値を肺湿重量によって標準化しているた













幹細胞の donorとして BIOThyl.1マウスを,recipientとして B6マウスを用いた｡donor由来T細胞は
recipientの胸腺細胞を FITCでラベルした抗 Thy1.1抗体で処理し,OrthoSpectrum IIIアナライザーで検出
した｡一部の実験では beigeマウスを donorとして granulocyte-の分化を,また LPS-nonresponderの
BIOScCrマウスを recipientとしてB細胞-の分化をしらべた｡
(1) T-stem 解析系の確立｡幹細胞から T 細胞-の分化に関する研究は,従来放射線の全身照射を行なった
recipientにT細胞マーカーをもつ donor細胞を移入することによって行なわれてきた｡しかし,この実験系は,
(a)仮に T-stem が分離されたとしてもT-stem のみを移入したのでは recipientは生存できずT細胞-の分化も






(2) T-stem の存在｡全射照射し,BIOThy1.1マウスの骨髄移入を受けて1週目の B6マウス (ⅩB-7)では,
骨髄は全くT-stem 能がなく,牌臓は強い T･stem 能をもっている｡一方,ⅩB-7の牌臓中にはB細胞と gra-
nulocyteの stem は少ないことから,ここに T-stem が多数作られていることが明らかである｡
7. 食餌条件 と老化制御一老化促進モデルマ ウス (SAM)による実験的研究






群 :25%カゼイン食投与,(2)80%群 :対照群の摂取量の80%を投与,(3)60%群 :対照群の摂取量の60%を投与｡




組織学的に行 った｡老化アミロイドの同定は,抗 ASsAM抗血清を用いた PAP法により,生後 8-12ケ月の期
間に死亡 した例を対象として免疫組織化学的に行った｡皮膚 ･肝牌および章丸の老化アミロイド沈着程度は,画
















121回 59年12月 5日 組織細胞の分化転換
122回 59年12月19日 血管細胞の培養とその老化研究-の応用
123回 60年 2月27日 ヌー ド遺伝子の発現に関して





(信州大 ･医 ･小児科)中畑 龍俊
125回 60年 3月15日 未分化テラトカルシノーマ細胞における遺伝子発現の制御とクロマチン構造
126回 60年 3月18日 胸腺内におけるT細胞の分化成熟
業 績 目 録
(広島大 ･原医研)丹羽 太貫
(東海大 ･医)垣生 園子
内科 学 第 一 部 門
〔学 会 発 表〕
1. 結核 ･非定型抗酸菌症
武藤 貢,桜井信男,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,久世文幸,川合 満,中西通泰,前川暢夫,片上信之,




久世文章 ･桜井信男 ･前川暢夫 :Spiro-piperidylrifamycin(LM427)の M.avium-intracelulareに対する
invitroの制菌効果 (細菌Ⅲ),同上,1984.4.8.
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李 啓充,久世文章,前川暢夫 :マウス腹腔マクロファージの諸種抗酸菌会食に伴うスーパーオキサイドの産
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中西通泰,前川暢夫,内平文章,小田芳郎,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,黒田直明,辻野博之 :気管 ･気管
支結核の臨床的検討 (肺外結核),同上,1984.4.8.
桜井信男,久世文事,前川暢夫 :マウス M.intracelulare感染症に対する諸種薬剤の併用効果 (I)第32回日本
化学療法学会総会,1984.6.6.
武藤 真,倉沢卓也,川合 満,中西通泰,久世文事,片上信之,李 英徹,小田芳郎,岩田猛邦 :ステロイ
ド治療患者の肺結核の発症について第113回日本内科学会近畿地方会 (大阪),1984.6.23.
桜井信男,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,川合満, 中西通泰,久世文事 :肺非定型抗酸菌症の臨床像 (I)一
発症要因と発見時のⅩ線像について.第53回日本結核病学会近畿地方会 (大阪),1984.6.30.
李 英徹,太田仁八,西村干波,片上信之,坂本京子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,石井昌生,庄村東洋,
中井 準 :当院における肺結核の外科的治療例の検討 第53回日本結核病学会近畿地方会 (大阪).1984.6.30.
倉沢卓也,武藤 真,川合 満,久世文事,中西通泰,前川暢夫 :気管 ･気管支結核症の臨床的検討.第7回
日本気管支学会総会.1984.7.6.徳島.
武藤 真,江崎 寛,鈴木雄二郎,長谷光雄,高島義光 :当院における非定型抗酸菌症の検討.第31回日本結
核病学会北陸地方会.1984.ll.10.
桜井信男,西山秀樹,倉沢卓也,川合 満,中西通泰,久世文事,鈴木康弘,竹田俊男,杉之下俊彦,小原幸












檎,倉沢卓也,川合 活,久世文章,中西通泰,前川暢夫 :Co-enzymeQIO及び VitamineE併用による放射線
肺臓炎予防効果の臨床的検討,同上.




坂本贋子,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :チューブドレナージ及び胸腔内
制癌剤注入療法による癌性胸膜炎の治療- 本院に於ける制癌剤の予後の検討- ,同上.
赤土正洋,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :低K血症,高血圧症,
高 ACTH 血症を伴った肺小細胞癌の一例,同上.























岩崎博信,片上信之,坂本旗子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :受診動機からみた当院肺癌症例
の検討,同上.
片上信之,赤坂隆史,小西弘起,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :MAC
(MMC,Adriamycin,Cisplatinum)療法による肺線癌治療の試み.同上










坂本虞子,片上信之,李 英徹,石原掌介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :非観血治療を行い2年以上生存
した肺癌症例の検討,同上,1984･10･31.
石井賢二,長野 豊,大草知子,岸田贋子,富田誠人,牛田仲-,門尾 誠,中原保治,中原由紀子,松山学
一,桂 栄孝 ‥Pachydermoperiostosisで発症した肺癌の1軋 第24回日本胸部症患学会近畿地方会,1984.ll.
17.
黒田直明,坂東憲司,倉沢卓也,坪田紀明 気管支結石症の2症例,同上,1984･11･17･大阪.
梶村幸三,石原享介,中井 準,荻野均,西内 素,筒井 孟 : Postinflammatorypseudotumorと思われる
1例,同上,1984･11･17･
3. 感染症の化学療法
中西通泰,他 :びまん症に進行する気管支の拡張.第24回日本胸部疾患学会総会 (肺疾患 Ⅰ),1984･4･5.
李 啓充,武藤 頁,白川太郎,丸井康子,村山尚子,西山秀樹,桜井信男,山本孝吉,倉沢卓也,川合 満,
久世文幸,中西通泰,前川暢夫 :慢性関節 リューマチに伴った細気管支炎の3症例,同上,(ラウンドテーブル,
























辛 龍雲,松井聖架,川畑信也,高塚勝哉,田中友二,吉川信嘉,小松 隆,角田沖介 :リステリア髄膜炎の
自験例,第115回内科学会近畿地方会.
4. 気管支嘱息,アレルギー性疾患






岡本 豊,田中健一 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第 7報)鼻アレルギーモデルにおける鼻
粘膜の好塩基性細胞の動態に関する若干の知見,第35回日本アレルギー学会,1984.6.27.京都.
奥泉仁一,田中健一 :TDIによる実験的アレルギーに関する研究 (第 8報)等速電気泳動法による鼻アレル
ギーモデル鼻汁成分の検討,同上.1984.6.27.京都.


















束向一郎 :Disodium cromoglycate(DSCG)の薬物動態(続報)- 吸入後の息ごしらえ (breath-holding)効果
の検討.第34回日本アレルギー学会総会.1984.10.29.京都,国立京都国際会館.
川合 蒲,倉沢卓也,安田行信,戸谷康信,高納 修 :Tranilastの薬効評価,第34回日本アレルギー学会,
1984.10.29.京都.






5. 心 身 医 学
河野博臣 :癌患者の Qualityoflife,第 1回国際心身医学会アジア部会,1984.5.19.-東京.
河野博臣 ‥シンポジウム ｢生涯各期における心身症をめぐる諸問題｣4.老年期,シンポヂス ト,第25回日本心
身医学会,1984.7.6-7,於拍川.


























牛田伸一,長野 豊,石井賢二,中原由紀子,中原保治,門屋 誠,横田 誠,松山栄一,本間 真 :著明な
低 Na血症をきたしたサルコイドー シスの1例,同上.
田中栄作,藤本憲弘,田口善夫,望月吾郎,網谷良一,種田和清,岩田猛邦,朝倉庄司,松井輝夫,八木一之,
藤尾 彰,北野司久,上田善道,小橋陽一郎,市島国雄 :葉切除にて著明に Pa02の改善した肺動静脈の1例,
同上.
石原享介,小西弘起,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :難治性気胸に対する
経気管支的フィブリノーゲン,トロンビン注入の試み,同上.




郡山俊昭,織野彬雄,東 郁夫,山田栄一,金子滋夫,井本 勉,満谷進,森本頁成,平出 典 ‥甲状腺機能
低下症に伴う貧血症,acanthocytosisを認めた2症例について.第113回日本内科学会近畿地方会,1984.6.23.
大阪.
石原享介,小西弘起,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支結石による中
葉症候群.第7回日本気管支学会,1984.7.7.




高島義光,江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 真,長谷光雄 ‥気縦隔 CT を行った重症筋無力症の1例,同上.
鈴木雄二郎,江崎 寛,武藤 真,長谷光雄,高島義光:ウログラフィンによる気管支肺胞造影 (Liquid-fil-
edAlveolography)の経験- CT 所見との対比を中心にして- ,同上.
丸井康子,村山尚子,桜井信男,桐谷良一,山本孝吉,西山秀樹,倉沢卓也,川合満,中西通泰,久世文章,










岩崎博信,平本憲孝,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :肺胞蛋白症の3症例
- 気管支洗浄の方法と効果の検討- ,同上.
黒田直明,坂東憲司,倉沢卓也,坪田紀明 :気管支結石症の2症例,同上.
石原享介,松井聖架,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :ウェジナー肉芽腫症
(限局塾)の1例,同上.
昭和60.3 - 17-




FumiyukiKuze& F Uchihira:VariousColony-formersofMycobacterium avium-intracelulare,Eur.J,
Respir･Dis.,65(6):402-410,1984.
李 英徹,片上信之,坂本麗子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 (神戸市中央市民病院,呼吸器内
料),阪井 宏,阪下暫司,西村干波,影浦正輝,角田沖介 (神戸市立玉津病院),鴨志田正五 (結核予防会兵庫
県支部):神戸市玉津病院における非定型抗酸菌症の臨床的検討,結核,59(5):323-328,1984
久世文章 :Ⅰ 肺結核治療の現状 ;内科臨床面から (シンポジウムⅢ 肺結核外科の現状と将来,第36回.冒
本胸部外科学会),日本胸部外科学会雑誌,32(5):739-742,1984.




























辻野博之,中井 準,石原享介,坂本贋子, 山肩幸子他 :呼吸器感染症に対する r)L-8280とAmoxicilinの薬
効比較試験,感染症学雑誌,58(6):525-555,1984.
前川暢夫,中西通泰,倉沢卓也,武藤 貢,稲葉宣雄,小田芳郎,久世文事,種田和清 :呼吸器感染症に対す




















角田沖介,藤堂彰男,橋本 博,赤尾満他 :腸管感染症に対する AT-2266 の基礎的,臨床的研究,Chemo-
therapy,32-S-3,66ト631,1984･
角田沖介,藤堂彰男,斉藤 真他 :感染性下痢に対するオフロキサシン(OFLX‥DL-8280)とピペ ト酸 くPP-
A)の二重盲検法による治療効果の検討,感染症学雑誌,58(10),965-981,1984･












塩田憲三,浜田朝夫,信太隆夫,長野 準,前川暢夫,川合 満他 :Traxanoxsodium(Y-12141)の気管支鴨
息に対する臨床的検討 (罪二報),臨床と研究,61(5):1633-1650,1984･
塩田恵三,浜田朝夫,信太隆夫,長野 準,前川暢夫,川合 満他 ‥Traxanoxsodium(Y-12141)の気管支嘱
息に対する臨床,臨床と研究,61(6):1979-1995,1984.
川合 満 :病型と重症度別の気管支鴨息治療法- 対症療法を中心に- ･気管支鴨息の病型の判定とその対
策,MedicamentNews,第1085号,pp24-27,1984.7.15.




川上保雄,前川暢夫,川合 満他105名 :新経口抗アレルギー剤 KW-4354(0Xatomide)の成人気管支噛息に
対する臨床効果- 多施設による phaseIIstudy- ,薬理と治療,12(3):1348-1361,1984.
川上保雄,前川暢夫,川合 満他,105名:経口抗アレルギー剤 KW-4354(0Xatomide)の気管支鴨息に対す











川合 満,倉沢卓也,前川暢夫,伊藤 隆,安田行信,戸谷康信,高納 修 :副賢皮質ステロイド薬の薬効評
価の検討(2),臨床と研究,61(10):3267-3277,1984.
前川暢夫,川合 蒲,松原恒夫,種田和清他94名 :抗アレルギー剤 (TraxanoxSodium(Y-12141)の気管支嘱
息に対する臨床的検討- disodium cromoglycateおよび placeboを対象とした多施設二重盲検法による検討
- ,Clin,Eval.12(9):475-555,1984.
前川暢夫,川合 満,倉沢卓也,山田栄一他85名 :気管支鴨息に対する β受容体刺激性気管支拡張薬クレン
ブテロールの二重盲検試験- サルブタモールを対照とする単回投与成績- ,医学のあゆみ,131(7):494-
513,1984.
川合 満 :難治性気管支嘱息の治療にはどんなものがあるのか,免疫の新しい考え方 Q&A,ⅠⅠト1Q3‥p･10-
11,協和企画,1984.





河野博臣 :死の臨床- 末期医療の基礎と実際- ,信濃国保,351;83,1984.
河野博臣 :特集,文化としての人間 ･宗教-- 死生観を育む教育を問う- 看護学生,13:15,1984･
河野博臣 :特集,人間と性- 末期癌患者と性生活- ,毎日ライフ,188:77,1984.
河野博臣 :やさしいホームドクター講座- 一老年期- 死に臨む人のために,p.257,グロビュー社,1984･
河野博臣 :うつ病の実地診療- 専門医にきく- ,Jap.commit.Prev.& Treat,Depres･,12,1984･
河野博臣 :トポスの知,-過敏性火腸症候群の箱庭療法,p.48,TBSブリタニカ,1984.
6. そ の 他
前協暢夫 :微熱患者の実態,臨床と研究,61(12):3884-3888,1984.
川合 満,江部康二 :鎮咳 ･去族と和漢薬,医学と薬学,ll(4):1019-1024,1984.
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岩田猛邦,慢性気道病変の検討- びまん性汎細気管支造影像を中心に- 胸部研紀要,17(1,2):17(1,2):
73-85,1984.
本間日臣 ･吉良技郎編 ;川合 溝 (分担執筆):ステロイド剤長期連用,内科 Q&A,呼吸器病,p.84-86,
金原出版,1984.







岩崎博信,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準,内田博也 :びまん性肺疾患にお
ける経気管支肺生検の診断的意義,神戸市立病院紀要,23:61～66,1984.
岩崎博信,片上信之,坂本虞子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 ;ボディプレチスモグラフにおけ
る圧一気流ループの開大の定量的評価に関する検討,日本胸部臨床,43(8):672-678,1984.













討,第 5報,発育に不適当な条件下の抗菌力,(1)25oC 及び 4oC での抗菌力,日本結核化学療法研究会総会,
1984.6.8.東京.
前川暢夫,池田宣昭,山鳥英世,柴田安宅 :Griselmycine半合成誘導体 27753Rpの抗結核作用に関する試験



















片上信之,赤坂隆史,坂本贋子,李 英徹,石原亨介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準,小細胞未分化癌の
follow up中に生じたびまん性陰影の1例,第25回びまん性肺疾患研究会,1984.6.16.








川合 満 :中医学の立場から行なわれた気管支鴨息患者に対する漢方薬治療,第 3回博多シンポジウム,1984.
1.20,博多.
川合 満 :気管支鴨息の治療における留意事項,洲本医師会,津名医師会,三原郡医師会,1984･2･18.洲本.
川合 溝 :気管支鴨息の治療- とくに漢方を中心として- 第 4回近畿薬物療法研究会,1984.3.10･大阪.
川合 満 :気管支哨息の治療方針,鳥取県西部医師会,1984.3.16.米子.
川合 蒲 :気管支鴨息の治療および去疾の重要性について,第 4回名古屋保健衛生大学,呼吸病態生理研究会,
1984.5.24.名古屋.













5. そ の 他


















造影像を検討し得た肺好放球性肉芽腫症の1例.第 3回サルコイ ドー シス研究会総会,1984.ll.17.熊本.
藤本憲弘,田中栄作,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,左野 明,黒田康正,上田善道,小橋陽一
郎,市島国雄 :血管造影像を検討し得たウェジナー肉芽腫症の1例,同上.1984.ll.17.熊本.
川合 満,閉塞性肺疾患の治療- とくに去旅とのかかわりについて- 伊勢市,度会郡,志魔医師会,1984.
ll.29.伊勢.
田中栄作,南部静洋,藤本憲弘,田口善夫,群義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,上田善道,小橋陽一郎,










内科 学 第 二 部 門
〔分 担 執 筆〕




粟粒様陰影を発見された女性.岡安大仁,岩崎 栄編 ｢呼吸器病ケーススタディ,56例の PO研修 第 2版｣
p.118～123,p.124/-129,p.221-225,医学書院,1985.
泉 孝英 :慢性ベリリウム肺.日野原重明他編 ｢1985今日の治療指針,私はこう治療している｣p.263-264,
1985.
泉 孝英 :サルコイ ドー シス.亀山正邦他編 ｢今日の診断指針 第 1版｣p･782-785,医学書院,1985.
木野稔也 :19.ツベルクリン反応陽転,陰転化.本間日臣,吉良枝郎編 ｢内科Q&A 呼吸器病｣p.58-55,
金原出版,1984.
昭和60.3 - 23-
木野稔也,桂 義元 :遅延型過敏性,マウスのヒツジ赤血球に対する DTH,モルモットのツベルクリンに対
する DTH とマクロファージ遊走阻止テス ト.村松 繁他編 ｢実験生物学講座,4巻免疫生物学｣p.393-396,
丸善,1985.




西村浩一,泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎.｢薬物療法の実際一処方例とその解説｣ 治療,67(2):353-354,
1985.
〔綜 説〕
大島駿作,千熊正彦 :〔講座 薬物療法〕 免疫抑制剤.呼吸,3(10):1300-1303,1984.
泉 孝英,藤村直樹,平田健雄,長井苑子,田村 久,沢野哲重,橋本圭司,荒谷信一 :〔特集 リンパ球最
近の進歩と臨床応用〕 気管支肺胞洗源液の リンパ球亜群.免疫と疾患,7(5):641-650,1984.
泉 孝英,北市正則,長井苑子,西村浩一 :〔二講座 病気の生化学 (XCVI)] 肺胞蛋白症,代謝,21(5):461
へ-469,1984.
泉 孝英,江村正二 :〔CurrentTopics〕 結核を見逃さないために.medicina39(6)‥1100-1114,1984.
泉 孝英,長井苑子,北市正則,藤村直樹,平田健雄,沢野哲重,橋本圭司 :〔最近の トピックス〕 気管支肺
胞洗源 (BAL)の診断学的意義.臨床成人病,14(8):1117-1122,1984.
泉 孝英,前原順一,長井苑子 :〔間質性肺疾患の診断〕 臨床検査 免疫学的検査.現代医療,16(9):2017
-2023,1984.
泉 孝英 :〔臨床-イライト〕 びまん性汎細気管支炎.医薬の門,24(ll,12):238-242,1984.
泉 孝英,両村浩一,古江増裕 :〔Di打usepulmonarydiseaseコ びまん性汎細気管支炎.肺と心,32(1):42
･-49,1985.
泉 孝英,西村浩一 :〔慢性閉塞性肺疾患〕 診断的アプローチ 免疫学的背景.medicina21(13):2638-2639,
1984.
泉 孝英 :〔今日の治療 呼吸器〕 サルコイ ドー シスにおける気管支肺胞洗浄液所見と治療.CurrentTherapy
3(3):50-58,1985.




剛,古田睦広,西田寿男 :呼吸器画像診断の新 しい展開- ポジトロン CT とX線 CT- .画像診断,4(ll):
1032.-1040,1984.




仁,中島道郎,杉本幾久雄,中山昌彦,大山口糧 :ア トピー型気管支嘱息における Ketotifen(Zaditen⑧)の臨床
効果と安全性の検討.診療と新薬,21(5):859-871,1984.
門 政男,藤村直樹,平田健雄,前原順一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,橋本圭司 :びまん性間質肺疾患
の気管支洗源液中液性成分に関する研究.京大胸部研紀要,17(1,2):105-113,1984.
門 政男,北市正則,泉 孝英,大島駿作,伊藤元彦,玉田二郎,松岡順之介 :縦隔旺細胞膜 (mediastinal
gem celtumor)の1症例.京大胸部研紀要,17(1,2):114-121,1984.













小笹晃太郎,乾 利夫,菅野辰生,赤荻照葦,迫 雅美,林 英夫,藤田洋一,小関忠尚,谷村伸一,高橋
敬,北市正則,木野稔也 :Cladosporium に起因すると思われる夏型過敏性肺炎の兄弟発症例.日本胸部臨床,
43(6):520-529,1984.















泉 孝英,長井苑子,藤村直樹 :サルコイド-ジスにおける BAL リンパ球所見と予後との関連性.昭和57年
度厚生省特定疾患肉芽腫性肺疾患調査研究班研究業績,p･235-237,昭和58年 3月.
泉 孝英 :サルコイ ドー シス患者末梢血の PHA,ConA反応性.サルコイド-ジス研究会誌,3:33-36,
1983.
泉 孝英 :サルコイド-ジス健康診断発見群の予後 2.ステロイド投与群と非投与群の比較.サルコイ ドー ジ
ス研究会誌,3:142-143,1983.















長井苑子 :パネルディスカッション ｢fiAL の基礎と応用｣ サルコイド-シスにおける気管支肺胞洗浄液中
のリンパ球の活性化所見.気管支学,6(4):521-527,1984.
長井苑子,泉 孝英 :サルコイ ドー ジスにおける BAL リンパ球所見と臨床経過.サルコイド-ジス研究会
誌,3:135-137,1983.
















大島駿作 :特別講演 ｢高齢者の感染と免疫｣第10回東海呼吸器感染症研究会 (59.5.26).
泉 孝英,長井苑子,弗原順一,藤村直樹,北市正則,大島駿作 :Tlymphocytealveolitisと Blymphocyte
alveolitis(第 3報)活性化 T cel,Bcelと予後.第81回日本内科学会講演会 (59.4.1).
泉 孝英 :シンポジウム ｢肺感染症の新しい問題点-細菌感染症を中心として｣-i.微生物による局所の免
疫反応.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.5).
泉 孝英,長井苑子,藤村直樹,木野稔也,大島駿作 :健康診断時に発見された肺サルコイ ドー シス症例の胸
部Ⅹ線所見上の予後-ステロイド剤投与群と非投与群の比較.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.7).
泉 孝英,長井苑子,田村 久,大島駿作,沢野暫重,橋本圭司 :肺結核症における BAL リンパ球サブセッ
トの検討.52回実験結核研究会総会 (59.4.7).
泉 孝英,長井苑子,田村 久,北市正則,大島駿作,沢野哲重 :肺結核症例における BAL液中のリンパ球
に関する検討.第59回日本結核病学会総会 (59.4.8).





泉 孝英 :テーマ(i)｢間質性肺炎｣3.免疫学的機序についての最近の動き.第12回過敏性肺炎研究会 (59.
6.16).
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泉 孝英,長井苑子,西村浩一,古江増裕,江村正二,大島駿作 :肺胞蛋白症 2症例における BALF･T リン
パ球サブセットについて.第7回日本気管支学会総会,(59.7.7).
泉 孝英 :シンポジウム ｢産業構造の変遷と職業アレルギー｣2.慢性ベリリウム肺.第15回職業アレルギー
研究会 (59.7.20).

























木野稔也 :特別講演 ｢吸入性昆虫アレルギーと気管支鴨息｣第 6回新潟アレルギー研究会 (59･11･24).
門 政男,節原順一,藤村直樹,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :びまん性間質性肺疾患の気管支洗源液中液
性成分に関する研究.第 7回日本気管支学会総会 (59･7･7)･
門 政男,西村浩一,前原順一,長井苑子,藤村直樹,北市正則,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :肺癌症.
例における気管支洗源液中 CEA,Ferritinの検討.第25回日本肺癌学会総会 (59･10･30).






門 政男,大島駿作,田村康一,人見滋樹 :気管支壁に突出したポ リー プ様気管支動脈の-症例.第24回近畿
気管支鏡懇話会 (60.3.1).





松井祐佐公,大島駿作,下方 薫,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎,伊藤文雄 :肺癌症例における経口カプ
セル VP-16-213の phaseIIstudy･第22回日本癌治療学会総会 (59･9･27).
松井祐佐公,門 政男,大島駿作,下方 薫,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎,伊藤文雄 :肺癌症例におけ
る経口カプセル VP-16-213の phaseIIstudy.第25回日本肺癌学会総会 (59.10.31).
松井祐佐公,北市正則,安場広高,長井苑子,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :皮膚病変で発症し,
多発性結節影が急速に増大した-症例.第16回びまん性肺疾患研究会 (59.9･8).
松井祐佐公,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :皮膚病変で発症した Malignantlymphomaoflymp




















藤村直樹,長井苑子,泉 孝英 :みがき粉石鹸の自己吸入による急性珪肺症の1例.じん肺研究会 (59.3.3).
藤村直樹,木野稔也,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,小川捨雄,佐藤邦彦 :塗装工にみられたイ
ンシアネ-トによる過敏性肺臓炎の免疫学的検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.7).
























粛原順一,三尾直士,古江増裕,西村浩一,長井苑子,北市正則,松井祐佐公,門 政男,木野稔也 泉 孝
英,大島駿作 :血中エストスジェン高値を呈し,化学療法によるtumorreductionに伴って性器出血をみた小細
胞癌の一例.第42回日本肺癌学会関西支部会 (60.2.23).
長井苑子,田村 久,大島駿作,泉 孝英 :サルコイ ドー シス BALF リンパ球の doublestainingcelレベ
ルからみた検討.第24回日本胸部疾患学会総会 (59.4.6).




長井苑子 :パネルディスカッションⅢ. ｢Ⅰ∋ALの基礎と応用｣ アレルギー性間質性肺疾患におけるBALの
有用性-サルコイ ドー シスにおける BALFcelの解析.第 7回日本気管支学会総会 (59.7.7).
長井苑子, 田村 久,大島駿作,泉 孝英,沢野哲重,橋本圭司 :サルコイ ドー シス症例における IungT
celの活性化について.第12回日本臨床免疫学会総会 (59.6.28).
長井苑子,泉 孝英 :サルコイドー シスにおける BALFおよび末梢血 リンパ球の Ⅰし2に対する低反応性に
ついて.第34回日本アレルギー学会総会 (59.10.29).
長井苑子,泉 孝英,竹内 実,北市正則,大島駿作,橋本圭司,沢野哲重 :サルコイド-ジスにおける
BAL リンパ球の IL-2に対する反応性に関する検討.第4回サルコイドー シス研究会総会 (59.ll.16).
長井苑子,泉 孝英 :特別報告 ｢サルコイド-ジス研究の現状-ボルチモア国際会議から｣免疫.第4回サル
コイ ドー シス研究会総会 (59.ll.16).
長井苑子,泉 孝英 :10年以上の経過ののち線維化病変期に進展したサルコイ ドー シスの1例と本症例に対す
る家庭酸素療法の有効性について.第4回サルコイドー シス研究会総会 (59.ll.17).
長井苑子 :シンポジウム ｢過敏性肺炎の問題点をめぐって｣BALF細胞所見からみた過敏性肺炎の免疫学的考





郎,伊藤春海 :最近経験した肺胞蛋白症 3例のX線 CT 像 Review像について.第23回日本胸部疾患学会近畿
地方会 (59.6.30).





西村浩一,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :DPB 病変の進展様式を追跡した7例.第 1回びまん性汎細気管
支炎をめぐる研究会 (59.7.28).
昭和60.3 - 29-







古江増裕,木野稔也,佐々木義行,泉 孝英,大島駿作 :ニ トロセルローズ膜を固相担体に用いた RAST の
検討.第34回日本アレルギー学会総会 (59.10.27).












橋本圭司,長井苑子,泉 孝英,北市正則,藤村直樹,竹内 実,黍 焚煙,大島駿作 :サルコイド-ジスに






本田和徳,節原順一,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,藤堂義郎 :サルコイド-ジス肺野病変の CT像.第2
4回日本胸部疾患学会総会 (59･4･7).
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〔そ の 他 〕
大島駿作 :高齢者肺炎.第4回滋賀県感染症症例検討会 (59.5.12).
泉 孝英 :第 5回胸部疾患セミナー ｢慢性閉塞性肺疾患のすべて｣各論 1)慢性気管支炎およびびまん性汎細
気管支炎.日本胸部疾患学会 (59.4.8).
泉 孝英 :びまん性肺疾患一最近の話題.熊本チェス トカンファレンス.熊本県医師会学術講演会 (59･6･2).
泉 孝英,三上理一郎,立花時夫 :サルコイド-ジス.予後と治療をめぐって.阪南呼吸器談話会 (59.6･21).
泉 孝英 :BAL と私.アレルギーの臨床,4(7):541-544,1984.
泉 孝英 :天地人 ｢国際会議と InternationalConference｣,medicina,21(9):1675,19841
泉 孝英 :天地人 ｢族装案内｣.medicina,21(ll):2043,1984.
泉 孝英 :滋賀県高島郡医師会講習会 ｢慢性閉塞性肺疾患｣第 1回 慢性閉塞性肺疾患の概念 (59.ll.30).
第2回 慢性気管支炎とびまん性汎細気管支炎 (60.1.25).第 3回 気管支噂息 (60.2.22).第4回 慢性肺気
腫 (60.3.29).
泉 孝英 :特発性間質性肺炎と腰原病性間質性肺炎.昭和59年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会 (60.
1.26).
泉 孝英 :医学講座 ｢びまん性細気管支炎｣日本短波放送 (59.4.10).
泉 孝英,中村治雄 :診療手帖 ｢サルコイ ドー シスと ACE｣ 日本短波放送 (60.3.7).
本間日臣,泉 孝英他 :座談会 ｢腰原病と肺疾患｣ 呼吸,3(8):982-993,1984.




長井苑子,泉 孝英 :サルコイ ドー シスの免疫学的発症機序.第12回免疫カンファレンス (59.8.ll).
長井苑子 :天地人 ｢聖たまこがねの記 (盲-び-の猪)｣.medicina,21(5):969,1984.
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伊藤元彦,山中 晃,玉田二郎 :肺腺癌の病理と臨床- 産生粘液および産生蛋白からみた検討,第25回日本
肺癌学会シンポジウム ｢肺腺癌の病理と臨床｣(59.10).
伊藤元彦 :呼吸器の細胞診,日本臨床細胞学会近畿支部会スライドカンファランス出題 (59.2).
伊藤元彦 :末梢型肺癌の細胞診,第 8回日本本臨床細胞学会細胞検査士ワークショップ ｢呼吸器の細胞診｣
(59.12).








〔学 会 発 表〕
1. 腫 嫉
光岡明夫,奥村典仁,瀧 俊彦,伊藤元彦,寺松 孝 :HCG 産生肺巨細胞癌の1例,第40回日本肺癌学会関
西支部会,(59.2.4).
竹田秋郎,大森英夫,高 欽揮,村木宏要,倉田昌彦,藤田正憲,田中豊子,陳 和夫,室本 仁 :切除後約
7年6カ月目に他側肺転移を認めて再手術を行った肺腺癌の1例,同上学会,(59.2.4).




安田雄司,松原義人,池 修,青木 稔,宮本好博,中田 徹,桑原正喜,畠中陸郡,二宮和子,船津武志,
池田貞雄,横川智信,鈴木捷之,長谷川徹 :肺癌における CEARIABEAD 法の検討,同上学会,(59.2.4).




宮本好博,安田雄司,池 修,青木 稔,中田 徹,桑原正喜,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志
:女性肺癌患者の検討,同上学会,(59.2.4).






北野司久,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,藤尾 彰 :肺癌に対する in vivo制癌剤感受性テストの検討,節
17回制癌剤適応研究会,(59.3.2).
倉田昌彦,高 欽揮,竹田秋臥 村木宏要 :再発乳癌の治療 (腫療転移臓器別からの考察),第84回日本外科学
会総会,(59.3.29-31).
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松原義人,桑原正喜,青木 稔,池 修,中田 徹,安田雄司,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :肺癌患者におけるモノクローナル抗体による7)ンパ球サブセット,同上学会,(59.4.5-7).
桑原正喜,松原義人,二宮和子,安田雄司,池 修,中田 徹,宮本好博,青木 稔,畠中陸郎,船津武志,
池田貞雄 :肺癌患者における血清 TPA,同上学会,(59.4.5-7).



















高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,乾 健二,カレッド･レシャード,利光 敵,立花昭生,岡野 弘 :左横隔
神経に発生した神経鞘腫の一例,第45回日本胸部疾患学会東海地方学会,(59.6.9).
乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,竹内吉菩 :当院における転移性肺腫癌切除例の検討,同上学会
(59.6.9).
植野辰雄,カレッド･レシャード,高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜 :当院における原発
性肺癌の診断率の検討,同上学会,(59.6.10).




田村康一,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,利田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,




村木宏要,倉田昌彦,高 欽滞,竹田秋郎,端 和夫,青山育弘,大竹克美 :原発性肺癌の脳転移症例につい
て,同上学会,(59.6.15-16).






長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,秋山文弥 :広範な出血壊
死を伴った胸睦内腺腫様甲状腺腫の一例,同上学会,(59.6.15-16).
高橋 豊,梅宮正志,岡野昌彦,乾 健二,カレッド･レシャード,利光 敵,立花昭生,岡野 弘 :左横隔
神経に発生した神経鞘腫の一例,静岡県外科医会第130回集談会,(59.6.16).
村木宏要,竹田秋郎,佐藤友信,倉田昌彦 :経気管支 Cisplatin局所注射が奏効した肺癌 (南平上皮癌)の1
例,第22回近畿気管支鏡懇話会,(59.6.29).
中村達雄,三宅正幸,住友伸一,蔚 金宝,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,渡部 智,和田洋己,清水慶彦,
伊藤元彦,人見滋樹 :胸壁縦隔内で悪性変化した vonRecklinghausen病の3症例,第53回日本結核病学会,罪
23回日本胸部疾患学会近畿地方会近畿地方会,(59.6).




カレッド･レシャード,乾 健二,高橋 豊,梅官正志,岡野昌彦,竹内吉喜 :当科における原発性肺癌の診
断率について,第7回日本気管支学会総会,(59.7.7).
竹内吉喜,梅宮正志,高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二,鈴木 清,カレッド･レシヤード:肺癌診断における
BALの生化学的検査の有用性,第44回中部肺癌学会,(59.7.7).













宮本好博,安田雄司,池 修,青木 稔,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :Neuro-
blastomaの組織像を伴った teratomaの一切除例,同上学会,(59.7.21).
青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :縦隔カル
チノイドの1例,同上学会,(59.7.21).
池 修,安田雄司,青木 稔,官本好博,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船惰武志,池田貞雄 :肺原発
Hemangiopericytomaの1切除例,同上学会,(59.7.21).
安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,適田貞雄 :肺腫癌が
疑われた悪性 リンパ腫の1例,同上学会,(59.7.21).
桑原正喜,岡田賢二,小林 淳,大津 章,Roentgenologicalyoccultlungcancer,第 2回阪神呼吸器疾患勉強
会,(59.7).
高橋 豊,梅宵正志,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャード:縦隔嚢状 リンパ管腫の1切除






青木 稔,松原義人,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患愚
におけるリンパ球サブセットの検討,同上学会,(59.9.26-28).
松原義人,二宮和子,青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄,桑原正
喜 :肺癌における腰痛マーカーの臨床的評価- TPA を中心として,同上学会,(59.9.26-28).
和田洋己,松延政一,カレッド･レシャード,岡田賢二,人見滋樹 :超高齢者 (80歳以上)の肺癌手術の問題
点,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.4).












倉田昌彦,佐藤友信,竹田秋郎,村木宏要,基本 仁,田中豊子,陳 和夫,鍵岡 均 :Ⅲ期肺癌の手術適応,
第25回日本肺癌学会総会,(59.10.30).
土井 修,児玉 憲,門田康生,安光 勉,桑原 修,桑原正喜,倉田昌彦,沢村献児,森 隆 :柿,扇平
上皮癌,腺癌の再発様式,同上学会,(59.10.30).




玉田二郎,神頭 徹,横鬼瀬裕保 :根治目的照射後に肺切除を施行した肺癌 2例の検討,同上学会, (59.10.
30).
北野司久,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,藤尾 彰 :Invivo制癌剤感受性テストの基礎的検討- 肺癌
Ⅹeno-Graftを中心にして,同上学会,(59.10.30).




船津武志,松原義人,畠中陸郎,官本好博,池 修,青木 稔,安田雄司,二宮和子,池田貞雄 :肺癌 N2
症例の手術適応- 縦隔鏡検査からの検討,同上学会,(59.10.30).
松原義人,安田雄二,池 修,宮本好博,青木 稔,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌患者
における腰療関連抗源 ･TA-4,同上学会,(59.10.30).
安田雄司,松原義人,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :肺癌組織
中における TPA と CEA,同上学会,(59.10.30).
昭和60.3 - 35-
二宮和子,安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :肺癌に対
する胸膜肺全刻除術の検討,同上学会,(59.1().30).
人見滋樹 :肺癌の外科療法,第423回セミブトー ,肺癌の診断と治療,(59.ll.ll).
人見舷樹,Ll]村康一 :肺癌の手術 縦隔鏡検査と右中下葉切除術,第46回日本臨床医学会総会, (59.ll.16
-18).
池田貞雄,松原義人,畠中陸郎,官本好博,池 修,青木 稔,二宮和子,安田雄司,船津武志 :進行肺癌
の外科治療- 人工気管による気管分岐部の再建,同上学会,(59.ll.16-18).
人見滋樹 :早期肺癌を見つけるために,京都医師会学術講演会,(59.ll.16).
梅宮正志,カレッド･レシャード,岡野昌彦,乾 健二,高橋 豊,竹内吉喜 :卵巣腫場による肺塞栓の1例,
第46回日本胸部疾患学会東海地方会,(59.ll.17).
長谷川誠紀,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,田辺 一,秋山文弥 :気管カルチノ
イドの1例,同上学会,(59.ll.17).




陣 和夫,鍵間 均,高山康夫,藤川 潤,久保勝彦,基本 仁,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,佐藤友信,
金田倫幸 :肺癌症例における CA19-9の検討,同上学会,(59.ll.17).
桑原正喜,岡田賢二,小林 淳 :前縦隔腫癖に対する新しい生検法 (TSPB)同上学会,(59.ll.17).







長谷寛二,中野 豊,高橋 豊,乾 健二,竹内吉富,カレッド･レシャード:原発性肺腺癌の脳転移巣に対
し,Etopocideが有効であった1例,第5回静岡県癌治療研究会,(59.12.1).
呉 俊雄,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :肺結核と合併 した肺癌の1手術例,第22回
滋賀呼吸器談話会,(59.12.8).
竹内吉喜,梅宮正志,高橋 豊,乾 健二,カレッド･レシャー ド:当科で経験 した重複癌9例の検討,第45
回中部肺癌学会,(59.12.15).
鈴木 活,高橋 豊,梅官正志,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャード:TPA･腫療および非腔癌性
肺疾患との関連について,同上学会,(59.12.15).
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国吉真行,城間 寛,前里和夫,石川清司,源河童一郎,上里忠興,松井克明,比嘉政昭 :肺原発と思われる
Malignantfibroushistiocytoma(MFH)の1手術例,同上学会,(1984).





瀧 俊彦,光岡明夫,伊藤元彦,奥村典仁,小林 淳,江崎 寛,中村達雄,住友伸一,田村康一,和田洋己,
寺松 孝 :肺癌所属 リンパ節における Tcelsubsetの検討,第24回日本胸部疾患学会総会,(59.4.5-7).
久場睦夫,仲宗根恵俊,宮城 茂,下地克任,石川清司,国吉真行,城問 寛,前里和夫,源河圭一郎,外聞
政暫 :当院における第二次研究会中間結果について,第3回九州肺癌化学療法研究会,熊本,6月,1984.
久場睦夫,仲宗根恵俊,下地克任,石川清司,国吉真行,城間 寛,前里和夫,源河童一郎 :1.5cm 以下の
陰影の切除例の検討,第10回肺癌診断会,神奈川,7月,1984.
松井祐佐公,大島駿作,下方 薫,伊藤文雄,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎 :肺癌症例における経口カプ
セル VP-16-213の phaseH study,第22回日本癌治療学会総会 (59.9.26-28).
瀧 俊彦,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,田村康一,渡部 智,和田洋己,清水慶彦,伊藤元彦,




桑原 修,平田 保,早乙女一男,柳内 登,平井利和,西山祥行,小松彦太郎,平田正信,石渡弘一,秋山




松井祐佐公,門 政男,大島駿作,下方 薫,伊藤文雄,原 耕平,志摩 清,源河圭一郎 :肺癌症例におけ
経口カプセル VP-16-23の phaseIIstudy,同上学会,(59.10.30).
瀧 俊彦,光岡明夫,伊藤元彦,有安哲哉,大野暢宏,呉 俊雄,寺町政美,塙 健,室恒太郎,和洋 仁,
李 民実,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,田村康一,和田洋己,人見滋樹他 2名 :肺癌所属リンパ節における
リンパ球サブセットの検討,同上学会,(59.10.30).



















光岡明夫,瀧 俊彦,米津智徳,馬場満男 :SAM の免疫能の検討,第 1回老化促進モデルマウス (SAM)釈
究協議会,(59.3).
和田洋己,小林 淳,奥村典仁,江崎 寛,住友伸一,中村達雄,光岡明夫,田村康一,瀧 俊彦,伊藤元彦,
カレッド･レシャード,乾 健二 :重症筋無力症患者に対する胸腺摘除術の効果,第24回日本胸部疾患学会総会,
(59.4.5-7).
光岡明夫,小林 淳,奥村典仁,江崎 寛,三宅正幸,中村達雄,住友伸一,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,
伊藤元彦 :胸腺および胸腺腫の Tcelsubsetの OK-シリーズ抗体による検討,同上学会,(59.4.5-7).
藤尾 彰,松井輝夫,朝倉庄志,八木一之,北野司久 :胸腺原発カルチノイドの1手術例,第27回日本胸部外
科学会関西地方会,(59.6.15-16).




小林 淳,岡田賢二,桑原正喜 :胸腺腫に合併した悪性腫癌の2症例,京大胸部研外科夏季研究会, (59.7.
28).
岡田賢二,小林 淳,三宅正幸,桑原正喜,星野一正,和田洋己,人見滋樹 :胸腺腫の核 DNA 量と DNA
モードの解析,第3回胸腺研究会,(59.10.5).









高嶋義光,江崎 寛,鈴木雄二郎,武藤 頁,長谷光雄 :気縦隔CTを行った重症筋無力症の1例,第20回日
本胸部疾患学会北陸地方会,(59.ll.10).





カレッド･レシャード,竹内吉喜,高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二 :一般病院における肺結核症の必応,第59
回日本結核学会総会,(59.4).
カレッド･レシャード,乾 健二,神頭 徹,竹内吉喜,高橋 豊 :膿胸100例の治療成績の検討,第24回日本
胸部疾患学会総会,(59.4.6).
坂本益雄,カレッド･レシャー ド,中野 豊,宮崎之男,梅宮正志,高橋 豊,乾 健二,竹内吉喜 :粟粒結
核,白験例の検討,第64回日本結核学会東海地方学会,(59･11･17).
畠中陸郡,安田雄二,池 修,一木 稔,宮本好博,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :膿胸の外
科治療,第54回日本結核病学会,第24回日本胸部疾患学会,近畿地方会,(59.ll.17).
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寺田泰二,呉 俊雄,千原幸司,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :結核性左主気管支狭窄症の手術治験例,節
22回滋賀呼吸談話会,(59.12.8).
千原幸司,呉 俊雄,寺田泰二,松延政一,外村聖-,清水慶彦 :興味ある胸部X線像を呈 した多剤耐性肺結
核の1例,同上学会,(59.12.8).
石川清司,源河圭一郎,国吉貢行,前里和夫,城問 寛,金城 毅 :肺結核症経過中に発生 した縦隔の Cas-
tleman'sLymphomaの 1例,第25回日本肺癌学会総会,(59.10).
4. 人 工 材 料




松原義人,小鯖 覚,桑原正喜,池 修,宮本好博,青木 稔,安田雄司,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
池田貞雄 :Neville人工気管に関する実験的研究,第7回日本気管支学会総会,(59.7.6-7).
渡部 智,清水慶彦,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦,人見滋樹,
江崎 寛,高嶋義光,寺田泰二,千原幸司,松延政一,外相聖一,加藤弘文,岡田慶夫 :アルミナ ･セラミック
ス肋骨接合ピンの臨床的検討,第37回日本胸部外科学会総会,(59.10.3-5).
池田貞雄,松原義人,青木 稔,池 修,安田雄二,宮本好博,二宮和子,畠中陸郎,船津武志 :人工気管
の実験的研究,同上学会,(59.10.3-5).
松原義人, 畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :第36回日本気管食道学会総会ならびに学術講演会, (59･11･9-
10).
渡部 智,清水慶彦,中村達雄,人見滋樹,日野常稔 :医用合成高分子材料の Biolization と抗菌活性機能の
付与,第22回日本人臓器学会大会,(59.ll.9～10).
田村康一, 中村達雄,水野 浩, 岡田賢二,人見滋樹,清水慶彦,加藤弘文,寺松 孝,他 2名 :Polyvinyl
Alcohol-SilicaCompositeの人工血管への応用- 細小動脈置換例の開存率の検討,同上学会,(59･1119-10).
岡田賢二,中村達雄,水野 浩,田村康一,人見滋樹,清水慶彦,加藤弘文,日野常稔,城 靖,寺松 孝
:上大静脈移植における新しい材料の試み- Heparinizedpolyvinylalchol-silicaと Cardiothano同上学会,
(59.ll.9-10).








中村達雄,住友伸一,田村康一,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,筏 義人,玄 丞焦,K.Jamshdi:i生体内
分解性高分子材料の分解と生体に及ぼす影響(Ⅲ),同上学会,(59.ll.22-23).
中村達雄,人見滋樹,林 寿郎,渡部 智,清水慶彦,中島章夫 :親水性ポリアミノ酸膜の癒着防止材として
の評価(2)家兎による invivo評価,同上学会,(59.ll.22-23).
5. 心 ･血 管
宮本信昭 :パネルディスカッション- 高知県の心臓検診を推進するためにはどうすればよいか- 専門医療
機関の立場から,第16回回若年者心疾患対策協議会総会,(59.1.28).
山崎文郎,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :大動脈弁狭窄
昭和60.3 - 39-
症を合併した大動脈縮窄症に対する二期的手術の1例,第63回日本循環器学会東海地方会,(59.2).
林 丘,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文邸,河原崎茂孝,長谷川誠紀,秋山文弥 :僧帽弁鎖不全
を伴った三心房心の1例,同上学会,(59.2).
山崎文邸,島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,高橋憲太郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
解離性大動脈癖に対する Thromboexclusion 法の検討- 一時的末梢側バルーン閉塞同時併施法の意義,第14
回日本心臓血管外科学会総会,(59.2).
篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,高橋憲太郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :
三尖弁閉鎖不全と肺高血圧を中心に見た僧帽手術症例の予後,同上学会,(59.2).






上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :大動脈炎症候
群に由来する両冠動脈主幹部狭窄+AR の手術経験,第130回静岡県外科医会,(59.6).
北科文夫,井上寛治,中村隆澄,宮本信昭 :心室中隔穿孔閉鎖,僧帽弁置換,心室僻切除及び A-C バイパス
術を同時に施行した慢性期心筋梗塞の1治療例,第27回日本胸部外科学会関西地方会,(59.6.15).
河原崎茂孝,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一･郎,山崎文郎,林 丘,長谷川誠紀,秋山文弥 :左肺動脈低形
成を伴った総肺静脈還流異常症の1例,同上学会,(59.6.15).









奥村典仁,五十部潤,伊藤政敏,糸井和美,井上律子,小林君美 :小児孤立性 MR の 1手術治験例,第64回
日本循還器学会東海地方会,(59.6).







秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,田辺 - :特発性肥厚性
大動脈弁下狭窄症に対する経大動脈中隔心筋切除兼僧帽弁置換術の検札 同上学会,(59.9).
秋山文弥 :四肢慢性動脈閉塞症に対する PGEl点滴静間臨床ブロスタグラディン研合会,(59.10).
上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀り秋山文弥 :弁置換後の遠
隔期合併症に対する再手術例の検討,第37回日本胸部心臓外科学会総会,(59.10).
秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,林 丘,長谷川誠紀 .'ビデオクリニ
ック- 特発性肥厚性大動脈弁下狭窄症に対する経大動脈中隔心筋切除兼僧帽弁置換術,第37回日本胸部外科学























呉 卓,陳 和夫,鍵間 均,田中豊子,藤田正憲,室本 仁,倉田昌彦,大森英夫,高 欽滞,竹田秋郎,






高橋 豊,岡野昌彦,乾 健二,竹内吉喜,カレッド･レシャー ド:当院における気胸例の治療成績,同上学
会,(59.3.24).
桑原正喜,安田雄司,中田 徹,青木 稔,松原義人,畠中陸邸,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢
胞症の手術,第84回日本外科学会,(59.3.29-31).






中村達雄,奥村典仁,小林 淳,千葉 渉,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,田村康一,和田洋己,伊藤元彦
:両側巨大ブラ切除時に発見された心膜欠損症の1例,第135回近畿外科学会,(59.4).






















安田雄司,池 修,青木 稔,宮本好博,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :クラミジ
ア肺炎の1例,第53回日本結核病学会,第23回日本胸部疾患学会近畿地方会,(59.6.30).
池 修,二宮和子,安田雄司,青木 稔,宮本好博,畠中陸部,松原義人,船津武志,池田貞雄 :胸部疾患
における ADA活性の検討,同上学会,(59.6.30).
青木 稔,安田雄司,池 修,宮本好博,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :巨大肺嚢
胞症外科治療法の検討,同上学会,(59.6.30).








高 欽揮,倉田昌彦,竹田秋郎,村木宏要,佐藤友信,田中豊子,陳 和夫,基本 仁 :気管支鏡による血疾
患者の検討,同上学会,(59.7.6-7).
光岡明夫, 中村達雄,住友伸一,瀧 俊彦, 田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹 :Bedsideにおける
Ilighfrequencyventilationの使用,同上学会,(59.7.6-7).
倉田昌彦,佐藤友信,竹田秋郡,村木宏要,室本 仁,田中豊子,陳 和夫,鍵岡 均 :遠隔転移によって発
見された肺野型小型肺癌 (最大径 2cm 以下)の2例,第41回,日本肺癌学会関西支部会,(59.7.21).
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田辺 一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,山崎文郎,河原崎茂孝,長谷川誠紀,秋山文弥 :外傷性血気胸
に対する手術例の検討,同上学会,(59.ll.17).




















乾 健二,カレッド･レシャード,高橋 豊,梅宮正志,竹内吉喜 :基礎疾患のない若年者にみらひた原発性
肺真菌症の1例,静岡県外科医会第132回集談,(59.12.9).
昭和60.3 - 43-









伊藤元彦 :胸腺腫と胸腺関連腰痛,正岡 昭監修 ｢胸腺腫の形態学｣分担執筆,協和企画通信,59年11月.
伊藤元彦 :新 しい胸部外科の臨床- 第3輯- 肺疾患の手術適応191-204杏林社,59年12月.
秋山文弥 :新 しい胸部外科の臨床- 第3輯- 胸部疾患の CT 診断69-87,杏林社,1984.
光岡明夫 (分担執筆):癌の予後因子,経過討因子としてのツベルクリン反応- 泉 孝英編著,ツベルクリン
反応- その新 しい考え方,172-184,中外医学社,1984.






藤尾 彰,北野司久,カレッド･レシャー ド,八木一之,松井輝夫 :迷走神経に由来する気管支内神経鞘腫の
1治験例,日本胸部外科学会雑誌,32(1):126-129,1984.
三宅正幸,岡田賢二,人見滋樹 :胸骨番羽転術後発生 した線維内膜の 1治験例,日本胸部外科学会雑誌,32:ll
18-1121,1984.
伊藤元彦,高嶋義光,千葉 渉,三宅正幸,瀧 俊彦,光岡明夫,寺松 孝 :胸部における AFP産生腫疫と,
そのマーカーによる鑑別,日本胸部疾患学会雑誌,22:26,1984.
岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸 :縦隔腫痔と胸壁腫壕の定義に関する1試案- CT 所見と手術所見より,冒
本胸部疾患学会雑誌,22:486-490,1984.
石川清司,源河圭一郎,国吉貢行,前里和夫,城問 寛 :Giantbullaに発育した肺癌の 1切除例,日本胸部
疾患学会雑誌,22(8):719-723,1984.
岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸,小林 淳,桑原正喜 :後縦隔腫療様の陰影を皮 した肋骨発生の骨軟骨腫の 1
例,日本胸部疾患学会雑誌,22:815-818,1984.
岡田賢二,人見滋樹,鈴木庸之,黒田直明,倉沢卓也 :気胸で発症 し,手術を施行 した原発性肺癌の2例,節
宿,24:203-208,1984.
山中 晃,玉田二郎,伊藤元彦,寺松 孝, 岡田慶夫 '･肺癌組織における Lysozyme,Lactoferrin,および
SecretoryComponentの産生能に関する研究- とくに肺癌を中心にして- ,肺癌,24:701,1984.
北野司久 :肺悪性腫療 Xen0-graftに対する制癌剤感受性テス ト,癌の臨床,30(9):1175-1180,1984.
桑原正喜,松原義人,二宮和子,池 修,安田雄司,中田 徹,青木 稔,宮本好博,畠中陸郎,船津武志,
池田貞雄 :肺癌患者における血清 TPA,最新医学,39:627-628,1984.
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高嶋義光,足達敏博,翠川 修,伊藤元彦,寺松 孝 :前縦隔悪性奇形腫由来培養細胞株 (HMT 細胞)の樹
立とその性状,日本胸部疾患学会雑誌,22:376-382,1984.
3. 結 核
和田洋巳,金城 明,伊藤元彦,寺松 孝 :慢性膿胸の外科療法一 京大胸部研278例の検討,日本胸部臨床,
43:131-.136,1984.
和田洋巳,金城 明,伊藤元彦,寺松 孝 :膿胸根治術の肺機能-の影響, 日本胸部臨床,43:466-472,
1984.
和田洋己,金城 明,伊藤元彦,人見蔽樹,寺松 孝 :慢性膿胸の治療としての胸膜肋全摘除術,結核,59:
615-619,1984.
カレッド･レシャード,高橋 豊,岡野昌彦,竹内吉喜,乾 健二,和田洋巳,寺松 孝,北野司久 :膿胸
100例の治療成槍の検討,臨床胸部外科,4(2),1984.
田村康一,奥村典仁,小林 淳,千葉 渉,中村達雄,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,渡部 智,和田洋巳,
清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝 :気管支の結核性病変により mucoidimpaction様陰影を示 した1例 :日本胸部
臨床,43:879-884,1984.
神頭 徹,望月敏弘,乾 健二,カレッド･レシャード,和田洋巳 :肺細胞蛋白症と肺結核症を合併した1例,
日本胸部疾患学会雑誌,22(12),1984.
昭和60.3 - 45-




4. 人 工 材 料
清水慶彦 :研究所めぐり,京都大学結核胸部疾患研究所,人工臓器,12(6):1049-1050,1983.
田村康一,中村達雄,岡田賢二,水野 浩,清水慶彦,伊藤元彦,寺松 孝,南郷昌生 :Polyvinylalcoholの
新しいゲル化法ならびに医用材料 としての基礎的研究- 生体組織 との反応について,人工臓器,13:1197-
1200,1984.










田村康一,中村達雄,水野 浩,岡田賢二,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,南部昌生 :高含水ポリビニルア
ルコールゲルの生体内埋植後の変化,第6回日本バイオマテリアル学会大会抄録集 :5-6,1984.
5. 心 ･血 管
千原幸司,秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,高橋憲太郎,井村文郎,河原崎茂孝 :開心術,大血管手術後の播
種性血管内凝固症候群 (DIC)の検討- 涙後早期よりの MesilateGabexate(F()Y⑪)投与の効果,胸部外科,
37(8):606-613,1984.
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二宮和子,松原義人,青木 稔,池 修,中田 徹,小鯖 覚,桑原正喜,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄
:胸膜炎238例の臨床的検討,日本胸部臨床,43(1):39-45,1984.
岡田賢二,人見滋樹,三宅正幸 :CT 値の高い気管支嚢胞,日本胸部臨床,43:782-784,1984.
松延政一,千原幸司,寺田泰二,外相聖- :血液透析による高 CO2血症の管理, 日本胸部外科学会雑誌,
32:794～795,1984.
船津武志 :胸部外科における形態学的診断- 縦隔鏡診断,日本胸部外科学会第19回率後教育セミナー :32-
46,1984.





畠中陸郎,安田雄司,池 修,宮本好博,青木 稔,松原義人,二宮和子,池田貞雄,船津武志 :Cefbta-
Ximeの呼吸器感染症に対する基礎的検討,診療と新薬,21(ll):203-206,1984.


















朝忠 :沖縄病院における肺動脈造影検査- その所見と意義および適応について- ,国療沖縄医誌,5(1):
46/～49,1984.
池田貞雄 :胸膜腔疾患,内科Q&A呼吸器病,金原出版㈱東京 :248-250,1984.
病 理 学 部 門
〔学 会 発 表〕
1. 老化 ･結合組織研究グループ
樋口京一,松村敦子,本間篤子,米津智徳,樋口佳代子,竹下修史,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :老化




ウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅠV.皮膚コラーゲンおよび酸性ムコ多糖の加齢変化について 1･第73回日本
病理学会総会 (昭59.4).
本間篤子,米津智徳,入野美香,樋口嘉一,樋口佳代子,細川昌則,竹田俊男,松下 睦 :老化促進モデルマ
ウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩV.環境因子の老化におよぽす影響 1.食餌条件と加齢変化(2),第73回日本
病理学会総会 (昭59.4).
松下 睦,笠井隆一,-坂 章,奥村秀雄,山室隆夫,細川昌則,樋口嘉一,樋口佳代子,本間篤子,釆津智
徳,竹下修史,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅤⅠ･骨の加齢変化について,罪
73回日本病理学会総会 (昭59.4).
団貞隆弘,山岸秀夫,荻田善一,竹田俊男,平川 忠,三井洋司 :染色体に存在する小環状 DNA の出現と
細胞老化,日本基礎老化学会第8回大会 (昭59.6).
竹田俊男 :シンポジウム ｢臓器と細胞の老化｣ 5.臓器と細胞の老化の促進- SAM による実験的研究-
日本基礎老化学会第8回大会 (昭59.6).
松下 睦,-坂 章,笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,細川昌則,樋[1嘉一,樋口佳代子,本間篤子,釆津智
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Amyloiddepositioninhumanintervertebraldiscs1.Age-associatedamyloiddepositioninsurglCallyremoved
herniatedintervertebraldiscs,Arth.Rheum･27:1063-1065(1984).
竹田俊男 :老化とアミロイ ドー シス,免疫と疾患,7:415-421(1984).
竹田俊男, 樋口嘉一, 松村敦子, 松下 睦,米津智徳,黒住真史,梅沢真樹子 :Senescence Accelerated
Mouse:老化促進モデルマウスの開発,感染/炎症/免疫,14:434-440(1984).
細川昌則,竹田俊男 :コラーゲン代謝とその代謝,呼吸 3:34ト347(1984).
叶 ､ 〔著 書〕
竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の開発,編集,京極方久,難治疾患のモデルと動物実験- ヒト疾
患との共通理解のために :179-189,ソフトサイエンス社,昭59.
2･ 肺表面活性物質研究グループ
〔学 会 発 表〕
鈴木康弘,中井栄一,黒住真史,服部裕之,大川軟-,人工サーファクタントの肺拡張効果,第73回日本病理
学会総会 (59年4月).
大川欣一,金井美暗,鈴木康弘 :オキシダーゼ作用にもとず くカタラーゼの新 しい細胞化学的証明法に関する
研究(1),第73回日本斉理学会総会 (59年4月).









3. 臨 床 病 理
〔学 会 発 表〕




腰原病性間質性肺炎症例の死因- 剖検症例における検討- 第24回日本胸部疾患学会 (昭59.).
〔誌 上 発 表〕
越久仁敬,佐藤公彦,久野健忘,佐川弥之助,竹田俊男,鈴木康弘,樋口佳代子 :肺に原発 した plasmacy-
tomaの1例,呼吸3:1329-1332(1984).
細 胞 化 学 部 門
〔学 会 発 表〕
内山 卓,淀井淳司,前田道之 :ATL 細胞における Tac抗原 (IL-2 レセプター)の発現異常.第43回日本
昭和60.3 - 49-
癌学会シンポジウム.昭和59年10月,福間市.
前田道之,内山 卓,岡本祐之,滝川雅浩,友野 仁,淀井淳司,本庶 佑,井階幸一 :10才のセザ リー 症候
群患者より樹立された HTLV+のT4+,T8+のT細胞株について,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.
勅使河原計介,岡田雅文,多賀谷温,通堂 満,西野事典,前田道之,内山 卓,野間隆文,二階堂敏雄,本
庶 佑,淀井淳司 :IL-2レセプターの発現を増強するATL由来因子 (ADF)の特性について,第43回日本癌学
会,昭和59年10月,福岡市.
淀井淳司,勅使河原計介,前田道之,近藤信雄,羽室淳蘭,内山 卓 :ATL 由来で細胞株はすべて Ⅰし2 レ
セプターの発現を増強する因子を産生する,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.
問田雅文,吉木 敬,立野正敏,TiborDiamanstein,大沢久夫,本庶 佑,石田真理雄,福井 清,前田道之,




野間隆文,石田真理雄,前田道之,淀井淳司,本庶 佑 :ATL細胞の TCGF非依存性獲得に伴うATLVゲ
ノムとその転写産物の変化,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福間市.
高橋清人,行徳淳一郎,雨具 孝,前田道之,内山 卓,淀井淳司,隅田幸男,桂 義元 :骨髄細胞中に混在
する ATL 白血病細胞を選択前に殺す方法,第43回日本癌学会,昭和59年10月,福岡市.
前田道之,内山 卓,通堂 満,和野雅治,勅使河原計介,淀井淳司 :ATL細胞のTCGF依存性から非依存
性への移行と腫癌性増殖との関係,第46回日本血液学会,昭和59年 4月,京都.
通堂 溝,馬止 裕,和野雅治,内山 卓,内野治人,前田道之,淀井淳司 :ATL細胞の lL2反応性,節
46回日本血液学会,昭和59年4月,京都.












和野雅治,掘 利行,内山 卓,内野治人,淀井淳司,前田道之 :HTLV 感染培養細胞株の aberrantIL-2
レセプター (Tac抗原)について,第第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.
淀井淳司,二階堂敏雄,前田遣之,勅使河原計介,清水 葦,石田真理雄,佐辺義孝,内山 卓,本庶 佑 :
ヒトIL-2レセプター遺伝子;ATL細胞株での異常発現,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.
石田真理雄,二階堂敏雄,清水 章,佐辺毒孝,勅使河原計介,前田道之,内山 卓,淀井淳司,本庶 佑 :
ヒトIL12I)セプター遺伝子のクローニング -ー cDNA と genomic遺伝子,第14回日本免疫学会,昭和59年12
月,大阪.
生田宏一,小椋利彦,内山 卓,前田道之,淀井淳司,清水 章,本庶 佑 :ヒトT細胞レセプター遺伝子の
構造変換 第57回日本生化学会,昭和59年10月,東京.
佐野 銃,熊谷俊一,波内俊三,鍔田武志,井村裕夫,内山 卓,前田道之,淀井淳司 :SLE患者血清中に
見られる抗 リンパ球抗体一 抗 Tac抗体,抗 Ia抗体の検討,第14回日本免疫学会,昭和59年12月,大阪.
波内俊二,熊谷俊一,佐野 続,鍔田武志,井村裕去,前田道之 :セザ リー 症候群患者末栴血由来 TCGF依
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宵 tく
存性細胞を用いるヒトTCGF の測定法とその特異性,第34回日本アレルギー学会,昭和59年10月,京都.


















内山 卓,和野雅治,通堂 溝,前田道之,淀井淳司 :抗Tac抗体によるIL-2レセプターの解析,最新医学･
39:224～229,(1984).
淀井淳司,二階堂敏雄,勅使河原計介,内山 卓,和野雅治,前田道之,本庶 佑 :IL-2 とクロン増殖の生
物学- IL-2レセプター遺伝子発現の調節機構- ,細胞工学.3:863-874,(1984).
内山 卓,和野雅治,通堂 満,淀井淳司,勅使河原計介,前田道之 :抗 Tacモノクローナル抗体を用いた
IL-2レセプターの解析,細胞工学,3:422-431,(1984).













細 菌 血 清 学 部 門
〔学 会 発 表〕












高橋清人,行徳淳一郎,雨貝 孝,前田道行,内山 卓,淀井淳二,隅田幸男,桂 義元 :骨髄細胞中に混在
する ATL白血病細胞を選択的に殺す方法.第43回日本癌学会総会,昭59年10月,福岡.
喜納辰夫,西川伸一,高沖悠子,桂 義元,雨貝 孝 :胸腺内におけるヘ ルパー系T細胞の分化,第53回実験
結核研究会総会,昭59年10月,京都.




桂 義元,高橋清人,内山 卓,隅田幸男 :骨髄中に混在するがん細胞を選択的に取り除 く方法の基礎的研究.
同上学会.
桂 義元,西川伸一,喜納辰夫,雨貝 孝,山下 昭,佐渡敏彦 :放射線の部分照射 (partbodyirradiation)
によるT細胞分化の解析.第14回日本免疫学会総会,昭59年12月,大阪.
細野正道,桂 義元 :クラスⅢ反応性胸腺細胞における免疫寛容の MHC 拘束性.同上学会.
西川伸一,菩納辰夫,雨貝 孝,桂 義元 :B細胞の初期分化の場に関する研究.同上学会.
喜納辰夫,雨貝 孝,高沖悠子,桂 義元 :- ルパーT細胞活性のポリクローナルな検出法の開発とそのT細
胞機能分化の解析-の応用.同上学会.
鍔田武志, 西川伸一, 桂 義元, 浜島義博,熊谷俊一, 井村裕夫 :自己抗体産生クローンの選択 - 1upus
proneマウスと正常マウスの相違について- .同上学会.
雨貝 孝,西川伸一,喜納辰夫,高沖悠子,今西二郎,桂 義元 :胸腺におけるキラー系T前駆細胞の分化の
解析.同上学会.
〔誌 上 発 表〕
レ 隅田幸男,森重福美,桂 義元 :骨髄移植の現況と展望一特に進行固形癌に対する大量化学療法の支持療法と
して.臨床胸部外科,39(4),503-515,1984.


























桂 義元 :遅延型アレルギーとしてのツベルクリンアレルギーと今後の課題.ツベルクリン反応- その新しい
考え方- (泉 孝英編著),中外医学社,185-201,1984.






臨 床 肺 生 理 学










陳 和夫,鍵岡 均,田中埜子,藤田正憲,室本 仁 :高熱を伴ない,左 S6 初発後,両肺に不連続に伸展を
来したびまん性陰影肺の1例,第24回びまん性肺疾患研究会,1984.2.































陳 和夫,久保勝彦,他 :腰痛,腎不全,消化管出血をきたした成人 Sehenlein-Henoch紫斑症の1例,北野
病院々内集談会,1984.6.
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